
単元の目標（理科）

単元の評価規準

「自ら学びに向かう児童の育成」の実現を目指した学年の取り組み

「自ら学びに向かう児童の育成」
というテーマのもと，第５学年は，
「問題を主体的に解決し，根拠に
基づいて自分の考えを積極的に表
現する子」を目指す児童像と設定
した。
本単元「ふりこのきまり」につい

ては，振り子の運動の規則性につ
いて，振り子が一往復する時間に
着目して，おもりの重さや振り子の
長さなどの条件を制御しながら調
べる活動を通して，「観察，実験な
どに関する技能を身に付けること」
と「予想や仮説を基に，解決の方
法を発想し，表現すること」を身に
付けることができるよう指導する
（学習指導要領解説 理科編ｐ．6
５）としている。
自分たちで実験計画を立てること

や，データ分析を通じて規則性を見
いだし，身近な事象と結び付けて問
題解決をすることができるようにす
ることが求められている。
段階的に力を付けていくために，
「天気の変化」と「台風と天気の変
化」では，気象情報の集め方につ
いて検討する時間を設定した。信
頼できる情報源について話し合っ
たり，実際の雲の様子を観察して
複数のデータから多面的に物事を
観察する体験を重ねた。
「物の溶け方」では，大さじいっ
ぱいを共通の単位として，正確に食
塩の量を量ることが信憑性が高い
結果になることを体験できるよう指
導してきた。
本単元では，正確に実験すること
とデータをどのように処理して考察

を見いだすかに重点を置く。規則性
を見付ける活動を通して，友達と問
題を解決する楽しさや充足感を味
わえる場を大切にしたい。主体的に
問題に取り組めるように，テンポ振
り子で遊ぶ時間を設定した。速さの
違う曲に振り子を合わせる遊びを
共通体験として，予想をする際の根
拠がもてるようにした。また算数科
の知識と関連するデータ活用（測
定値の平均化）について提示し他
教科とのつながりも意識できるよう
にする。
本時の中では，正確さを意識して
友達と協力して実験を行い，データ
の誤差を平均値で捉えることで規
則性を見いだせるようにしたいと考
えている。

単元の指導計画

〇おもりを使い，おもりの重さや糸の長さなどを変えて振り子の動く様子を調べ，振り子の運動の規則性に

ついての考えをもつことができるようにする。

本単元： ふりこのきまり（全９時間）関連単元： データの活用「測定値の平均化」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

• 振り子が一往復する時間を調べる
実験で正確な結果が得られるよう
的確に実験器具を操作している。

• 実験結果を表やグラフに記録して
いる。

• 振り子が一往復する時間には，糸の
長さが関係していることを理解して
いる。

• 振り子の一往復する時間の要因に
ついて予想し，表現している。

• 振り子の一往復する時間の要因を
調べる方法を変える条件と変えな
い条件に着目して，実験計画を立
てて問題解決している。

• 実験結果から，「糸の長さ」「振れ
幅」「おもりの重さ」それぞれが，振
り子が一往復する時間との関係に
ついて考察し，表現している。

• 振り子の運動の変化に興味をもち，
進んで調べようとしている。

• 友達と協力して実験を行おうとして
いる。

①テンポふりこをつくり，ふりこの一往復する時間が何に
よって変わるのか考え，調べ方を話し合う。（３時間）
②「ふりこの長さ」「おもりの重さ」「振れ幅」を変えて，
ふりこが一往復する時間を調べ結果を比べる。（４時間）

③ふりこのきまりについてまとめる。（２時間）

５年 理科学習指導案
「ふりこのきまり」

渋谷区立神宮前小学校 学級 ５年１組（３０名）

令和５年１月２５日（水）5校時

「A 物質・エネルギー」に関わる主な単元のつながり
３年「風やゴムのはたらき」 → 5年「ふりこのきま →６年「てこのはたらき」

→ 中学３年「運動の規則性」「力学的エネルギー」

理科「ふりこのきまり」算数科「データの活用」

・測定した結果を平均する方法に関わる数学的活動を通して，
平均の意味を理解し，概括的に捉えることに着目し，測定した
結果を平均する方法について考察し，それを学習や日常生活に
生かす。



〇

本時

学習内容・学習活動 留意点/教材・教具

導
入

○予想，実験方法を確認する。
T 正確に実験するために気を付けることを確認します。
C１ 測定は４回行って，平均値を出す。
C2 時間を計測者は同じ人にする。
C3 おもりの重さと振れ幅は，条件を同じにする。

〇前時のふり返りを読む。

展
開

〇ふりこの長さを変えて，振り子が一往復する時間を
調べる。
①糸の長さを１５ｃｍにして、4回測定する。
②糸の長さを４５ｃｍにして、4回測定する。
③それぞれの平均値をExcelに入力する。

T 実験をして、結果から分かることや気が付いたことを
書きましょう。

C1 〇班と同じ結果になった。ふりこの長さで一往復する
時間は変わる。

C2 他の班とデータがちがう。もう一度実験し直したい。
Ｃ３ ふりこの長さが長くなるほど、1往復する時間は長く

なる。

T 「回答状況」を見て、良いことに気付いていると思う
友達を見つけましょう。

〇Teams内にワークシートを入れてお
き，授業前にダウンロードしておく。

〇スクリーンに結果を映し，他の班の
データを確認できるようにする。

〇希望する班には、再実験の時間を
設ける。

〇書く内容に悩んでいる児童には、
友達の意見を読んでみることを助言す
る。

ま
と
め

〇学習をふり返る。

Ｔ 今日の学習をふり返って，発見したことや新たに
疑問に思ったことなどをノートに書きましょう。

〇時間がある場合は，次回の実験の
見通しをもたせる。

ねらい： 振り子が一往復する時間とふりこの長さの関係を調べ，結果をまとめる。

（４/９）

ふりこの長さを変えると、ふりこの1往復する時間は変わるのだろうか。

「自ら学びに向かう児童の育成」を実現するためには？RQ

Excelの活用

AIAIモンキーの活用

ふりこの長さを変えると、ふりこの1往復する時間が変わる。



自分の授業に活かしたいこと/この授業をもとにした展望

学校名 記入者名

授業者へのメッセージ/フィードバック

フィードバックシート

令和５年１月２５日



授業観察の視点

単元を貫く授業デザイン/学習環境デザイン

根拠もとに自分の考えを深める経験
自分の意見を言うときに，主観的に意見を述べたり，
一方的に考えを主張するだけでは，議論を通してさら
に良い考えを作り上げることは難しい。さらに，自分の
考えが批判された時に，自分自身が批判されたよう
な気持ちになってしまう児童も少なくない。しかし，考

えを深めるには大切な過程である，根拠を基
に，自分の考えを深める経験が必要。さらに
考察する時には，何が問題となっている
かを明確にすることを学んでほしい。

自分の考えと友達の考えを比較する場
同じ問題やデータに対して，様々な解釈が可能であ
る。友達がどう考えているかを知ることで，自分の考え
との共通点や差異点を見いだすことができる。友達と
学び合う意義を体験できるようにしたい。比較検討す
る場面では，友達の意見も受け止めながら聞き，理由
や根拠をもとに判断できるよう指導していく。
疑問を解決していくことを楽しむ時間を，
十分に確保して多様な意見に出会って、
自分の考えがもてるようにしたい。

これまでの学習とつなげる展開
身近な事象とつなげて予想したり，
他教科で学習したことを使って結果を
整理したりすることで，学びのつながりを感じ
ながら授業を展開させたい。「ふりこ」の学習では，
結果に誤差が出る。そのため，誤差をどう処理してい
くかを算数科の学習と関連付けて指導していく。学習
したことが別の教科でも使える経験を重ねて，自ら学
びをつなげていくことができる児童になって欲しいと
思う。グループで話し合う時に，同じ学習経験が土台
になっているとより考えが伝わりやすくなると考えた。

予想・考察の集約と結果のまとめ
予想や考察でクラス全体で考えを出し
合う時は，ICTを活用すると時間の短縮
になる。また，友達の考えを参考にして，自

分の考えを見直したり，自信をもつことができたりす
る。時間短縮と対大勢の交流が簡単にできるという
ICT活用の強みを本時では活かしたい。本単元では，
グループごとに結果に違いが表れやすい。結果の交
流も素早くかつ簡単にできるようにExcelを活用して，
数値を視覚化する。数値を簡単に処理することができ
るのも学びを補助するICT活用だと考えた。

多様な意見
に出会える場

学びがつながる
授業展開

思考を深める
心構えの育成

学びを補助する
ICT活用

本時に向けて参考にした文献
文部科学省（2018）「小学校学習指導要領解説 理科編」
文部科学省（２０１８）「小学校学習指導要領解説 算数編」
有馬朗人 他５７名 （2020）「たのしい理科 5年」大日本図書株式会社
松村久和 他１７名（2020）「楽しい理科 5年」信州教育出版社
霜田光一 他４５名（2020）「みんなと学ぶ 小学校理科5年」学校図書株式会社
石浦章一 他106名（2020）「わくわく理科 ５」株式会社新興出版社啓林館
養老孟司 他33名（2020）「未来をひらく 小学校理科５」教育出版株式会社

理科におけるICT活用例

②予想や考察の場面①問題提起の場面

事前アンケート
「台風について知っている事」

予想一覧表 ※一部抜粋
「植物の発芽条件とは」

Q：本時の中でのタブレット活用は適切であったか。


